
 

審議会等の会議結果報告 

 

１．会 議 名 平成 29 年度 地域の元気応援事業一次審査会 

２．開 催 日 時 平成 29年 4 月 24 日（月） 午後 3時 00 分～午後 5時 00 分 

３．開 催 場 所 松阪市役所本庁 5階特別会議室 

４．出席者氏名 

〔審査委員〕・元三重中京大学教授 村林守（審査委員長）・NPO 法

人Ｍブリッジ事務局長 濱田昌平（審査副委員長）・マックスバリ

ュ中部株式会社 総合企画部環境社会貢献担当マネージャー 藤

田直樹・三重県地域連携部地域支援課中山間・地域支援班主査 中

村絵里・松阪市社会福祉協議会総務課長 加藤美和 

〔松阪市〕・松阪市長 竹上真人・副市長 山路茂・企画振興部長 

加藤正宏・地域振興担当理事 奥野義彦・地域づくり連携課長 高

木達彦・地域連携担当監 村林由美子・地域連携係長 古川卓・

地域連携係員 廣瀬大文 

５．公開及び非公開 一部非公開 

６．傍 聴 者 数 なし 

７．担 当 

松阪市企画振興部地域づくり連携課 

TFL 0598-53-4324 

FAX 0598-22-1377 

e-mail  commu.div@city.matsusaka.mie.jp  

事項 

 ■市長あいさつ 

 ■平成 29 年度委員委嘱・委嘱状交付式 

 ■協議・確認事項 

１．平成 28 年度のふりかえりについて 

２．平成 29 年度の応募状況について 

３．一次審査 

４．公開プレゼンテーション審査会の流れについて 

５．平成 30 年度地域の元気応援事業の実施に向けた見直し 

６．その他 

議事録（別紙） 

      



平成 29 年度 地域の元気応援事業一次審査会 会議録 

 

日 時 平成 29年 4月 24 日（月）15:00～17:00 

 

場 所 松阪市役所本庁 5階特別会議室 

 

出席者 

〔審査委員〕 

・元三重中京大学教授 村林守（審査委員長） 

・NPO 法人Ｍブリッジ事務局長 濱田昌平（副委員長） 

・マックスバリュ中部株式会社 総合企画部環境社会貢献担当マネージャー 藤田直樹 

・三重県地域連携部地域支援課中山間・地域支援班主査 中村絵里 

・松阪市社会福祉協議会総務課長 加藤美和 

〔松阪市〕 

・市長 竹上真人 

・副市長 山路茂 

・企画振興部長 加藤正宏 

・企画振興部地域振興担当理事 奥野義彦 

・地域づくり連携課長 高木達彦 

・地域づくり連携課地域連携担当監 村林由美子 

・地域づくり連携課地域連携係長 古川卓 

・地域づくり連携課地域連携係員 廣瀬大文 

 

事 項 

 ■市長あいさつ 

 ■平成 29 年度委員委嘱・委嘱状交付式 

 ■協議・確認事項 

１．平成 28 年度のふりかえりについて 

２．平成 29 年度の応募状況について 

３．一次審査 

４．公開プレゼンテーション審査会の流れについて 

５．平成 30 年度地域の元気応援事業の実施に向けた見直し 

６．その他 

 

 

会議録（別紙） 

  

 



 

会議録（要約） 

 

■市長あいさつ 

4 月 22 日のふりかえり報告会にご出席いただきましてありがとうございました。平成 29 年

度は 6月 3日二次審査会の公開プレゼンテーション、平成 30 年度は、2月に二次審査会と年

度内に 2 回審査をしていただく必要がございます。今回、17 住民協議会、6 団体の募集があ

った。前回、特別賞などで採択もれをなくしました。市長は主催者で審査員になるのはどう

か。第三者に審査してもらうべきだと思うので、今回から審査はひかえさせてもらいたい。

厳密な審査にするため、線引きが必要になってくるので、ご理解をいただきたい。今年度、2

回の審査会があるので、皆様にご協力をお願いしたい。 

 

■平成 29年度委員委嘱・委嘱状交付式 

・元三重中京大学教授 村林守（委員長） 

・NPO 法人Ｍブリッジ事務局長 濱田昌平（副委員長） 

・マックスバリュ中部株式会社 総合企画部環境社会貢献担当マネージャー 藤田直樹 

・三重県地域連携部地域支援課中山間・地域支援班主査 中村絵里 

・松阪市社会福祉協議会総務課長 加藤美和 

 

■協議・確認事項 

１．平成 28 年度のふりかえりについて【事務局からの説明】 

 ・昨年度の応募事業は、地域力アップ部門 15でしたが川俣地区住民協議会の辞退で事業 

実施は 14、広域連携部門 3、市民活動サポート部門 3で当日の来場者数は 200 名でご 

ざいました。 

   

２．平成 29 年度の応募状況について【事務局からの説明】 

・今年度の応募事業は、地域力アップ部門 17 で昨年度より 2事業増、広域連携部門 2で 

昨年度より 1事業減、市民活動サポート部門 4で昨年度より 1事業増となっておりま 

す。昨年度に引き続き申し込みをしていただいている住民協議会が多く、単独・広域の 

両方に申し込みをされているところもございます。 

 

３．一次審査 

  一次審査選定の事業提案 

   ・地域力アップ部門 17 事業 

・広域連携部門 2事業 

・市民活動サポート部門 4事業 

 

 



４．公開プレゼンテーション審査会の流れについて 

（非公開） 

 

５．平成 30 年度地域の元気応援事業の実施に向けた見直し 

（非公開） 

 

６．その他 

（非公開） 

 


